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栃木県茂木町



茂木町の概要

４,７４７ 世帯世 帯

７,３２８ 人女 性

７,０７３ 人男 性

１４,４０１ 人人 口

平成２４年６月１日現在

２７ｋｍ広さ（南北）

１２ｋｍ広さ（東西）

８７．１６ｋｍ周 囲

１７２．７１ｋｍ2面 積



茂木町有機物リサイクルセンター 美土里館



美土里館運営のコンセプト

�環境保全型農業の推進

�農産物の「地産地消体制」の確立

�森林の保全の推進

� ごみのリサイクル運動の強化

副町長自ら施設の説明



ＢＤＦプラント（バイオディーゼル燃料）

�平成２２年度に整備

�本来焼却処分される廃
食用油（植物性）を回収

�美土里館内の重機・運
搬車に使用

�燃料費の削減・ＣＯ２の
発生抑制



ＪＴ（日本たばこ産業）工場跡地を活用

� 工場撤退の際に譲り受ける

� 総工費 ６億４０００万円

� 敷地面積 １万４０７０㎡

� 主な建物等 １．原料投入棟
２．円形発酵撹拌棟
３．二次発酵棟
４．乾燥棟
５．製品棟
６．保管庫
７．液肥化装置棟（ＢＤＦ）
８．脱臭棟

９．管理棟



事業・原料（美土里館）

堆肥 １，６１８トン／年

（滞留日数 約１０５日以上）
製 品

一般家庭・事業系生ごみ ５４０トン／年

枯葉 ３４０トン／年

もみがら ４００トン／年

おがくず（間伐材・選定枝・竹を含む） ６００トン／年

家畜ふん尿 ３，３２０トン／年

処理量 ５，２００トン／年

戻したい肥 ４００トン／年

合 計 ５，６００トン／年

原材料

約６３８，０００千円

H１３～１４年度継続国庫補助事業で整備
資源リサイクル畜産環境整備事業

建設事業主体：（財）栃木県農業振興公社

整備事業費



１．原料投入棟

z 原料(生ごみや畜糞尿)は原料投
入ホッパーに、副資材(枯葉、籾殻、
オガ粉)は副資材投入ホッパーに
それぞれ投入され、混合機によっ

て混合される

z コンベアーで、スクリュー式の円形

発酵撹拌棟に送られ る。



２．円形発酵撹拌棟

• 槽の中心を軸にして往復旋回する
スクリューによって攪拌され、発酵

• 本装置は、本プラントの最も重要
な発酵の中枢を担う

• 発酵の要素は温度、空気、水分、
栄養源、微生物ですが、スクリュー

による攪拌とエアレーションにより

これらの要素の中の温度と空気が

バランスよく供給



３．二次発酵棟(二次発酵撹拌機)

z 槽内を縦横移動するスク
リューによって攪拌

z 約65日間攪拌することで、
作物への生育障害がない
良質で安全な堆肥を得るこ
とができる

z 攪拌がスクリュー方式のた
め、堆積高さを大きくでき省
スペースで大量の堆肥を攪
拌できる



４．乾燥棟(乾燥撹拌機)

z ロータリー式の乾燥機で自然
乾燥

z 乾燥は太陽の熱エネルギー
と乾燥機の切返しによる通気
で行われ、省エネ化が図られ
ている



５．製品棟(自動袋詰装置)

z 投入ホッパー部、 トロンメル

部、搬送部および計量部か
ら構成

z 堆肥はトロンメルの網目で
粗大異物が取り除かれ、良
質な堆肥のみが計量部に搬
送され、袋詰めされて製品
が完成



脱 臭 棟

z 円形発酵装置によって発生し
た臭気を脱臭

z 臭気は天丼からブロアによっ
て効率よく排気

z 排気された臭気は、脱臭棟に
堆積したバーク(樹皮)とおが堆
肥によって、吸着及び微生物
脱臭



プラントの特徴

z 原料投入から袋詰までを自動化

z 発酵槽の密閉化や脱臭装置による臭気対策

z 大量の減量を処理できる省エネスペース設計

z 一次発酵、二次発酵、乾燥処理でつくる良質な
堆肥



まちの取り組みとして

z 山間に囲まれた環境もあり、施設内で使用する
枯葉を町民が山から集めてくる事

z 落ち葉袋（２０Ｋ）を無料で貸し出し、４００円で買
い取 り

z 持ち込みの場合は４３０円

z 最高１人で８００袋集めた人も・・・

z 周辺の山々の環境が良くなり、集め方をする年
齢も高齢者が多く、足腰が良くなる方も ・・・



竹の加工




